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地域共生型福祉施設

　
「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
と
元
号
が
変
わ
り
、
30
年
と
い
う
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
「
平
成
」
と
い
う
時
代
も
残
り
わ
ず
か

で
す
。
平
成
生
ま
れ
の
職
員
も
各
事
業
所
に
は
在
籍
さ
れ
て
い
て

（
当
事
業
所
に
は
居
り
ま
せ
ん
が…

）、
時
代
の
流
れ
を
強
く
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　

や
す
ら
の
里
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
は
２
０
１
３
年
（
平
成
25

年
）
で
す
。
こ
の
年
は
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
で
は
ど
こ
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
置
か
れ
て
い
る
コ

ン
ビ
ニ
コ
ー
ヒ
ー
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
地
が
東
京
に
決
定
し
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。
２
０
２
０
年…

ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
に
迫
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
5
年
間
様
々
な
嬉
し
い
出
来
事
、
悲
し
い
出
来
事
が
あ

る
中
、
や
す
ら
の
里
で
は
高
齢
者
か
ら
子
供
ま
で
様
々
な
年
代
が

暮
ら
し
、通
い
、働
き
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
月
日
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

4
法
人
が
1
つ
の
場
所
で
事
業
を
展
開
す
る
と
い
う
新
た
な
取

り
組
み
か
ら
始
ま
り
、今
で
は『
や
す
ら
』と
言
う
名
称
も
定
着
し
、

地
域
の
皆
様
と
も
共
存
で
き
る
よ
う
成
長
し
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
「
平
成
」と
言
う
時
代
が
終
わ
っ
て
も
、今
ま
で
と
変
わ
り
な
く
、

穏
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
場
所
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ

管
理
者
　
三
　
宅
　
佳
代
子

公
益
社
団
法
人
京
都
府
看
護
協
会

天
の
橋
立
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
サ
テ
ラ
イ
ト
み
の
り

• やすらの里 餅つき大会（12/22）
　昨年末に恒例の餅つき大会を開催しました。山添町長様にはお忙しい中お越し頂き、やすら苑入所
者様、ワークセンター花音の利用者様、高齢者住宅の入居者様、デイサービスやショートステイの利
用者様と、多くの皆様にご参加頂きました。入居者の方に餅つきをして頂いたのですが、『昔とった
杵柄』とはまさにこの事！お餅丸めにしても同様、とにかく皆さんお上手なんですよね～！気が早い
ですが、また年末には宜しくお願いしま～す♪

◎最近のイベント◎

者様、ワークセンター花音の利用者様、高齢者住宅の入居者様、デイサービスやショートステイの利
用者様と、多くの皆様にご参加頂きました。入居者の方に餅つきをして頂いたのですが、『昔とった
杵柄』とはまさにこの事！お餅丸めにしても同様、とにかく皆さんお上手なんですよね～！気が早い
ですが、また年末には宜しくお願いしま～す♪
杵柄』とはまさにこの事！お餅丸めにしても同様、とにかく皆さんお上手なんですよね～！気が早い杵柄』とはまさにこの事！お餅丸めにしても同様、とにかく皆さんお上手なんですよね～！気が早い
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〈
生
活
リ
ハ
ビ
リ
道
場
〉

　
平
成
30
年
12
月
26
日（
水
）に
、生
活
リ
ハ
ビ
リ
道
場
に
て
毎
年
恒
例
の
「
も

ち
つ
き
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
最
後
の
「
も
ち
つ
き
大
会
」

と
い
う
事
で
、
職
員
全
員
で
気
合
を
入
れ
て
行
い
ま
し
た
。「
よ
い
し
ょ
！
」

と
大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に
職
員
が
餅
を
つ
く
と
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
つ
い
た
お
餅
は
利
用
者
様
に
も
ご
協
力
頂
い
て
丸
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

腕
に
覚
え
の
あ
る
利
用
者
様
が
多
数
お
ら
れ
、
手
を
真
っ
白
に
し
て
丸
め
て

下
さ
い
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
お
餅
は
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
振
る
舞
い
、
皆
さ

ん
「
美
味
し
い
！
」
と
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

や
す
ら
苑

〈
つ
ば
き
の
体
操
〉

　
つ
ば
き
通
り
1
番
地
で
は
毎
日
、
体
操
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
10
時
と
15
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
る
テ
レ
ビ
体
操
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
職

員
も
テ
レ
ビ
の
横
に
立
っ
て
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
御
利
用
者
の
方
々
は
思
い
思
い
に
取

り
組
ま
れ
ま
す
が
「
動
か
さ
な
、
動
か
ん
よ
う
に
な
る
で
あ
か
ん
」
と
、
欠
か
さ
ず
体
操
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
時
に
は
、
看
護
師
主
導
の
も
と

「
り
ん
ご
の
う
た
」「
て
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
に
乗
せ
た
体

操
や「
あ
め
ん
ぼ
の
歌
」の
嚥
下
体
操
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、
体
操
の
時
間
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ぜ

や
す
ら
の
旋
風
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ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
　
花
音

職 員 紹 介 ①法人名　②所属　③
氏名　④ひとこと

① 丹後福祉応援団
② 生活リハビリ道場　相談員
③ 白数　美和（しらす　みわ）
④ 応援団に入って14年が経ちました。現在は生活
リハビリ道場で相談員兼介護職をしています。モ
ットーは“皆さんと一緒に過ごせる一瞬一瞬を大
切にしながら、1回でも多く笑顔になってお帰り
頂く”です。これからも沢山の笑顔に出会えるよ
うに頑張りますので、宜しくお願いします。

① 与謝郡福祉会
② やすら苑　つばき通り一番地　介護職員
③ 木村　直貴（きむら　なおき）
④ やすら苑の開所と同時に介護の世界へ
入りました。御利用者の方々が笑顔で
過ごせるよう、毎日を楽しくしていき
たいと思います。また、やすら苑のホ
ームページも担当しておりますのでチ
ェックしてみてください。

① 与謝郡福祉会
② やすら苑　つばき通り二番地　介護職員
③ 能勢　椋子（のせ　りょうこ）
④ 母の影響もあり小学校の頃から介護の
仕事に興味を持ち、高校卒業後やすら
苑に就職しました。普段の生活の中で
御利用者の方々から学ぶことも多く、
とても勉強になります。周りの職員に
も助けて頂きながら、これからもその
人らしい生活をして頂けるよう頑張り
たいと思います。

〈
木
下
大
サ
ー
カ
ス
を
観
に
行
っ
て
来
ま
し
た
〉

　
福
祉
施
設
に
対
す
る
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、
12
月
19
日（
水
）、
自
治
会
の
取
り
組
み
で
、

利
用
者
9
名
職
員
3
名
で
大
阪
の
梅
田
に
来
て
い
る
木
下
大
サ
ー
カ
ス
の
観
覧
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
バ
ス
の
中
で
は
「
な
ぞ
な
ぞ
」
を
し
て
多
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
昼
食
は
し
ゃ
れ
た
パ
ス
タ
の
お
店
で
食
べ
ま
し
た
。
さ
て
、
シ
ョ
ー
が
始
ま

り
み
ん
な
わ
く
わ
く
し
て
い
る
中
、
前
半
は
ピ
エ
ロ
の
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
、
オ
ー
ト
バ
イ
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
後
半
は
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
の
猛

獣
シ
ョ
ー
、
象
の
逆
立
ち
、

シ
マ
ウ
マ
の
輪
く
ぐ
り
な

ど
ど
れ
も
す
ご
か
っ
た
の

で
利
用
者
は
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
に
空
中

ブ
ラ
ン
コ
が
あ
り
、
み
ん

な
「
す
ご
い
」
と
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
帰
り

の
バ
ス
で
「
ホ
ワ
イ
ト
ラ

イ
オ
ン
が
賢
く
て
可
愛
か

っ
た
」
と
か
、「
空
中
ブ
ラ

ン
コ
が
良
か
っ
た
ね
」と
か
、

み
ん
な
目
を
輝
か
せ
て
話

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

年
も
ど
こ
か
に
行
け
た
ら

い
い
な
ぁ
」
と
話
を
し
て

い
ま
す
。
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やすらの里

国道176号

野田川
ショッピングセンター

  ウイル

コイン
ランドリー

消防署

与謝野町役場
加悦庁舎

JA

旧役場

加悦小学校

加悦中学校保育園教会

グランド

か ぜ
社会福祉法人与謝郡福祉会　特別養護老人ホームやすら苑
　施設長　大谷 克則
　☎ 0772-43-2500　Fax 0772-43-2501

社会福祉法人よさのうみ福祉会　ワークセンター花音
　管理者　山下 美佐子
　☎ 0772-44-0022　Fax 0772-42-2022

特定非営利活動法人丹後福祉応援団　在宅複合型施設やすらの旋風
　理事長　三井 真里
　☎ 0772-44-1122　Fax 0772-44-1155

京都府看護協会天の橋立訪問看護ステーション　サテライトみのり
　管理者　三宅 佳代子
　☎ 0772-43-0225　Fax 0772-42-0226

地域共生型福祉施設　やすらの里
　　　〒629-2403　京都府与謝郡与謝野町字加悦802番地7

サテライトみのり

　冬本番。朝布団から起きるのがつらい季節です。目覚ましが鳴り、
あと5分。もう5分……。起きる時間ギリギリになり、ドタバタ仕
事に行く毎日。忘れ物したり、電気切ったかな？と不安になったり。
「明日は早く起きよう！」決意もむなしく同じことの繰り返し。す
んなり起きられるいい方法があれば教えてほしいです（*^_^*）

広報委員　K・D　

編集後記

　12月2日与謝野町の知遊館にて、京都丹後保健所・宮津市・与謝野町の主催で“看取りカフェ”
がありました。
　自宅で家族を看取られた家族や、これから看取られる予定のご家族が対象の家族交流会です。
　看取られた後の気持ちの整理やご家族の様々な思いをお聞きし、さらに地域で支援する立場の方々
とも話をし、今後の在宅療養や人生の終い仕度について考えるという内容でした。

　最初に、在宅で看取りをされた体験者のお話。自宅での介護を決心したが、不安や迷い、疲れ……。
介護保険サービスが開始。訪問看護を利用することで、話を聞いてもらったり、顔を見るだけで安
心できた。必要なサービスを利用し、家族だけで抱え込まないことがとても大切である。
　次にかかりつけ医のお話。支援を通しての役割や思いを話されました。
　印象に残ったのは、「人は必ずいつか死ぬ。日本人は死について口にしてはいけない風潮であるが、
残りの人生をどうしたいか、自分の気持ちを家族に伝えておくことも大切である。」本当にそう思い
ます。
　そして当ステーションの三宅所長による、訪問看護の役割として、実際に経験された事例を紹介。
残された時間をどんなふうに過ごしたいか決めていても、その時々に気持ちは変化する。揺れ動く
状況の中で、本人・家族の希望に寄り添って援助していかれたお話。
　最後は、医師・薬剤師・ケアマネージャー・民生委員・ヘルパー・家族・訪問看護などいろんな
職種の人でグループに分かれ、「在宅療養や人生の終い仕度を考えよう」をテーマ
に意見交換しました。
　その中で出た意見で、家族の介護が必要となったとき、一人で
抱え込んでどうしたらいいか困っているケースがある。介護保険
や医療保険を利用して、その人に必要なサービスを利用すること
で、少しでも在宅介護の負担が軽減出来たら……。
　心配や困ったことがあれば、役場、居宅介護支援事業所、医療・
介護関係者など相談してみてください。

「家で介護すること・看取ること」～ひとりでがんばりすぎないで～

職種の人でグループに分かれ、「在宅療養や人生の終い仕度を考えよう」をテーマ


